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5つの間違いを見つけよう！
答えは裏表紙にあるよ
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自
然
い
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ぱ
い
！
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ン
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い
っ
ぱ
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！

エ
コ
素
材
の
開
発
を
機
に

E
A
21
に
取
り
組
み

事
業
継
続
の
光
明
を
見
出
す

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

N
EXT STEP

「
木
」を
原
点
に
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
循
環
で

脱
炭
素
社
会
へ
の
貢
献
を
図
る

TO
PIC
S

資
源
循
環
事
業
部

次
世
代
の
子
ど
も
達
と
共
に

よ
り
よ
い
未
来
の
実
現
に
向
け
て

今
日
か
ら
は
じ
め
る
エ
コ
園
芸
生
活

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

ミ
ニ
チ
ュ
ア
桜
を
咲
か
せ
よ
う
！

OPEN



灰から始める！
サステナブルな岡山へ

2

特集　みずしま資源再生センター完成
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特集　みずしま資源再生センター完成

太陽光発電を行い、MARCにクリーンな
電気を共有します。MARCで使用する
1/3相当の電気を供給できます。

MARCの受入ヤード棟へ、
灰を受入れます。
受け入れた灰は焼成前に破砕
や水洗の前処理を行います。

前処理後の灰を1000℃以上で焼成します。焼成に
よって重金属類を除去、ダイオキシンを分解します。
灰をリサイクルする
焼成炉は西日本初
の導入となります。

これまでは これからは

紙くずや包装用プラスチック・食べ物の残りかすなど、私たちの日常
生活で発生する燃えるごみは焼却場で処理されています。その際に発生
する灰は、重金属類やダイオキシンなどの有害物質を含んでいるため、
環境に配慮した方法で処理する必要があります。岡山県内では今まで、
埋立や県外のリサイクル施設を利用することで灰を処理していました。
MARCは灰に含まれるこれらの有害物質を無害化・分解できる、
岡山県初となる灰のリサイクル施設です。MARCが運転開始したこと
で、県内で安定的に灰の再生利用が可能になりました。更に県外への
灰運搬で発生していた二酸化炭素の削減効果も期待されています。 

岡山県の灰処理
ＭＡＲＣが変える

MARCの歩みとこれから 灰を無害化し、資源として社会
へ循環させます。最終処分され
る灰が減り、処分場の寿命を
延ばすことにもつながります。

県外の施設に運搬して処理し
灰をリサイクル

県内で灰の処理・活用が可能に
運搬にかかる二酸化炭素削減

受入・前処理

焼成

太陽光発電

建造開始
2022
2月

2023
7月 試運転

2023
11月 竣工式竣工 本運転

燃え殻
（燃え残り）

ばいじん

焼成炉

焼成品の活用
MARCでリサイクルされた焼成品は、
主に土木工事用の資材としての活用が
期待されています。セメントの原料や
道路工事の路盤材など、大学や企業と
連携して活用方法を模索しています。

ごみを焼却炉で
燃やした後に残る灰

焼却時に発生する
ガスから集めた灰

焼成品

MARC竣工式の様子建設工事中のMARC 完成したMARC

受入ヤード棟

焼成炉

灰のリサイクル

MARCでの灰リサイクル

2023
9月

日本の処分場の寿命

で満杯になってしまうと試算!

出典：令和3年度版環境白書（環境省）

家庭ごみ用の
処分場は

産業廃棄物用の
処分場は

約21年 約17年

焼成された灰と砂等を混合し、製品である焼成品にします。
焼成品は土木工事等での活用を検討しています。

焼成品完成 家庭生活や企業活動
によって燃えるごみ
が発生します。

2023年9月に竣工した岡山県環境保全事業団の新施設「みずしま資源再生
センター」。英語表記のMizushima Ash Recycle Centerの頭文字を取り愛称も
「MARC（マーク）」に決まり、いよいよ本格的な運転を開始しました。岡山県初の
灰を資源へ再生するリサイクル施設「MARC」の役割や特徴を紹介します。

燃えるごみは焼却され灰に
なります。灰は有害物質を
含むため適切な処理が必要
です。

ごみの焼却

岡山県で
灰リサイクルが
可能に

MARC完成！

焼成砂

道路舗装の下地やセメントの原料など

水洗

灰は埋立によって最終
処分されます。処分場の
容量は有限なので、慎重
な運用が必要です。

埋立処分

破砕

家庭や企業

みずしま
資源再生
センター
完成

私たちの社会ではさまざま
な物を消費しながら生活
や活動を行っています。

ごみの発生
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大
正
４
年
、玉
島
で
木
樽
製
造
業
と

し
て
創
業
し
た
立
花
容
器
株
式
会
社
。

現
在
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
を
主
力

商
品
と
し
、使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た

再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
研
究
開
発
、生
産

で
脱
炭
素
社
会
に
貢
献
、ま
た
創
業
の

原
点
で
も
あ
る
木
や
森
づ
く
り
の
活
動

に
も
社
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

父
は
樽
職
人
だ
っ
た
と
い
う
、専
務
の

立
花
功
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

立
花
容
器
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

の
創
成
期
か
ら
そ
の
誕
生
に
関
わ
り
、

再
生
樹
脂
に
も
先
ん
じ
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
食
品
容
器
以
外
の
ほ
と
ん
ど

に
使
わ
れ
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
す

が
、使
用
さ
れ
る
再
生
原
料
に
は
コ
ス

ト
や
品
質
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、型

抜
き
の
端
材
な
ど
の
工
業
廃
材
が
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
そ
れ
ら
工

業
廃
材
の
中
で
も
、数
種
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
層
に
な
っ
て
い
る「
複
合
材
」は
加

工
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、単
一
素
材
の
も

の
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
が
一
般
的
な

現
状
で
す
。

そ
う
し
た
業
界
構
造
の
中
で
立
花

容
器
で
は
2
0
1
3
年
か
ら
再
生
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
に
着
手
、「
複
合
材
」も
工
夫

を
重
ね
な
が
ら
製
品
に
取
り
入
れ
続
け

て
い
ま
す
。

数
々
の
困
難
が
あ
り
な
が
ら「
複
合

材
」を
採
用
し
続
け
る
理
由
に
つ
い
て

立
花
さ
ん
は「
そ
こ
に
挑
ん
で
い
く
こ
と

が
我
々
の
使
命
で
も
あ
り
強
み
に
な
る

の
で
は
」と
考
え
て
い
ま
す
。「
色
々
試
し

て
も
失
敗
の
方
が
多
い
し
、コ
ス
ト
を
考

え
れ
ば
そ
こ
で
話
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
ま
で
は『
ど
う
に
か
使
え
る
』と
い

う
も
の
を
そ
の
都
度
採
用
し
て
き
ま
し

た
が
、こ
の
経
験
則
を
理
論
的
に
数
値

化
し
た
レ
シ
ピ
を
確
立
し
よ
う
と
、専
門

家
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
力
を
入
れ
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」と
立
花
さ
ん
。今
後

は
再
生
率
を
さ
ら
に
上
げ
、建
築
資
材

等
の
多
方
面
に
用
途
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
展
望
を
語
り
ま
す
。

ま
た
食
品
容
器
の
場
合
、日
本
の
法

律
上
使
用
条
件
が
非
常
に
厳
し
い
た
め
、

同
社
で
は
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
使
用

し
ま
せ
ん
が
、成
分
の
51
%
以
上
に
石
油

と
比
べ
枯
渇
の
恐
れ
が
な
い
石
灰
由
来

の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
配
合
、焼
却
ご
み

と
し
て
処
分
で
き
る
樹
脂
製
品
が
開
発

さ
れ
て
お
り
、原
料
調
達
や
焼
却
時
に

排
出
さ
れ
る
C
O
2
の
量
を
大
き
く
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、同
社
で
も

梅
干
し
容
器
な
ど
に
採
用
し
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
も
、海
外
で
は
日
本

に
先
ん
じ
て
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

を
原
料
に
し
た
再
生
資
源
が
流
通
を

始
め
て
お
り
、同
社
で
も
採
用
を
検
討

中
。世
界
的
に
再
生
の
他
に
も
多
様
な

環
境
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
進
行
し
て
い

ま
す
。

一
方
で
、同
社
が
創
業
か
ら
製
造
を
続

け
る
木
製
樽
や
桶
は
百
年
を
超
え
て
使

え
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
道
具
で
す
。全
国

で
そ
の
技
術
が
消
え
行
く
中
で
製
造
や

修
繕
対
応
を
続
け
、技
術
の
継
承
に
努

め
て
い
ま
す
。「
社
の
原
点
で
あ
る
木
の

育
成
に
も
貢
献
し
た
い
」と
始
ま
っ
た
植

林
活
動
で
は
、述
べ
1
3
0
0
本
以
上
の

木
を
植
え
、今
年
で
24
年
。活
動
日
に
は

数
十
名
の
有
志
社
員
で
下
草
刈
り
な
ど

に
汗
を
流
し
ま
す
。「
実
は
木
を
原
料
に

し
た
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
、す
で
に

誕
生
し
て
い
ま
す
。石
油
だ
っ
て
元
を
辿

れ
ば
木
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
自

然
な
流
れ
で
す
ね
。と
う
も
ろ
こ
し
な
ど

の
穀
物
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、脱
炭

素
を
考
え
る
上
で
木
材
が
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
原
料
と
な
れ
ば
将
来
的
に
は
一
番
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と
立
花
さ
ん
。

木
を
原
点
と
す
る
同
社
だ
か
ら
こ
そ
実

現
で
き
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が
、将
来

は
誕
生
す
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原
料

再
生
率
ア
ッ
プ
に
挑
ん
で
い
く

原
点
に
も
未
来
に
も「
木
」が
あ
る

「木」を原点に、プラスチック循環で
脱炭素社会への貢献を図る

プラスチックの再生と循環を追求し
サーキュラーエコノミーを実践

矢掛町高妻山で5haの土地を
「立花容器の森」として借用し、
広葉樹を社員の手で管理を続
けています。

立花容器株式会社
専務取締役

立花 　功さん
たちばな  いさお

お 話 を 伺 っ た
の は

立花容器株式会社
〒714-1225　岡山県小田郡矢掛町浅海385-1
TEL.0866-82-3300
【ホームページ】 https://www.spac.co.jp/

　感染対策が最重要課題となっ
たコロナ禍では使い捨て医療用
廃棄物容器の需要が急拡大。こ
うした商品は市場からも再生原
料の使用が求められます。

２０１５年に創業１００年を迎え、
木樽形の楽器やアウトドアグッズ、
猫ハウスなども発売。
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紹介！
話題のエコ知識

TOPICS 資源循環事業部

6

▲水島クリーンセンター見学の様子

▲倉敷市資源選別所見学の様子

岡山県環境保全事業団　資源循環事業部

現在問題となっている「大量生産・大量消費の暮らし」の解決に向けて、「廃棄物と汚染を生み出さない」「製品や素材を高い
価値のまま循環させる」「自然を再生する」ということが求められています。上記の三つを達成するために当団では、水島
処分場での環境学習を通して廃棄物処理の様子や仕組み、リサイクルについて知ってもらう取り組みを実施しています。

水島処分場施設見学では、敷地内に設置された各施設を担当職員が
適宜説明を行いながら案内をします。

水島処分場での環境学習について

次世代の子ども達と共によりよい未来の実現に向けて

敷地内各施設の紹介

1

リサイクルすることのできない産業
廃棄物を最終処分する施設。

2

廃プラスチック類等の廃棄物を
燃料として下水汚泥を焼却し
中間処理する施設。

水島処分場施設見学

中間処理する施設。

植樹した場所では貴重な冬鳥であるコチョウゲンボウの飛来が毎年確認されています！

埋立第二処分場

水島クリーンセンター 4

処分場内の保有水を倉敷市環境保全
協定等の厳しい排水基準に適する綺麗な
水に処理し排水する施設。

排水処理場

3

廃棄物（燃え殻、ばいじん）を1000℃
以上の焼成処理により有害物質を分解、
無害化し焼成品としてリサイクルする
施設。

みずしま資源再生センター

5

家庭から出された空き瓶・蛍光管を資源
としてリサイクルするために選別する施設。

倉敷市資源選別所

埋立終了した水島第一処分場の跡地利用の一環として、近隣の小学生を招いて

植樹会を開催し、毎年大変好評を得ています。そして、植樹を開始してからの

約10年間で、「水島第一処分場」は多種多様な動植物が生息する「水島の森」

へと変化していきました。また、植樹会と併せて「水島の森」に生息する動植物を

題材にした環境学習を実施しています。 

水島第一処分場跡地での植樹会
約10年間で植樹した本数は
なんと約14,000本!!(20種類)

2011年（埋立中） 2015年（植樹直後） 2023年（現在）

水島の森

紹介！ 話題のエコ知識 / 今日からはじめるエコ園芸生活

今
日
か
ら
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め
る

エ
コ
園
芸
生
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
ミ
ニ
チ
ュ
ア
桜
を
咲
か
せ
よ
う
！

07

ペットボトルを使ってお部屋に桜を咲かせてみましょう。
身近にあるプラスチック素材って他には何があるかな？

ペットボトルは、リサイクル率の高い身近なプラスチック素材です。
今回は、そんなペットボトルを使って、お部屋に桜を咲かせる方法を
ご紹介します。身近にあるプラスチック素材を活用して、オリジナル
のミニチュア桜を作ってみましょう。

7

How to recipe

1

パステルで色をつける。
（濃ピンク色・薄ピンク色・
白色など）

4

Let’s ペットボトルでミニチュア桜作り

準備するもの

●ペットボトル　●ハサミ　●カッター　●紙やすり

●パステル　●パンチング（桜型）　●ピンセット（先が尖っているもの）　●ろうそく

●千枚通し　●ビーズ　●クラフト用ワイヤー（0.3mm程度）　●リボン

ペットボトルをハサミか
カッターでカットする。

①でカットしたペットボトル
に片面のみ紙やすりで傷を
つける。

2 3

パンチングで桜の型を抜く。

5

花びらの中心に穴を２つ
開ける。

8

ろうそくに火を着けて、
ピンセットで摘んだ桜の
中心をあぶる。

花びらを立てるように立体
的にする。

6 7

15cmに切ったワイヤーに
ビーズを通し、２つの穴に
通したらねじる。

作り方

9

同じ物を数本作り、ほどけ
ないように全部のワイヤー
をまとめてねじる。

根元の長さを調整し、リボン
などで飾り付けする。

10
2024年3月から岡山市の

プラスチックごみ回収方法が変更に！
3月からプラスチックごみは「プラ資源」として、可燃ごみ

とは別の日程で回収されるようになりました。プラス

チックごみを減らすことは、海や川を守るだけでなく、

資源を大切にすることにもつながります。みんなで協力

して、プラスチックごみを減らしましょう！
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●ろうそく

ペットボトルを使ってお部屋に桜を咲かせてみましょう。
身近にあるプラスチック素材って他には何があるかな？

ペットボトルは、リサイクル率の高い身近なプラスチック素材です。ペットボトルは、リサイクル率の高い身近なプラスチック素材です。
今回は、そんなペットボトルを使って、お部屋に桜を咲かせる方法を今回は、そんなペットボトルを使って、お部屋に桜を咲かせる方法を
ご紹介します。身近にあるプラスチック素材を活用して、オリジナルご紹介します。身近にあるプラスチック素材を活用して、オリジナル
のミニチュア桜を作ってみましょう。のミニチュア桜を作ってみましょう。のミニチュア桜を作ってみましょう。

今回は、そんなペットボトルを使って、お部屋に桜を咲かせる方法を今回は、そんなペットボトルを使って、お部屋に桜を咲かせる方法を
ご紹介します。身近にあるプラスチック素材を活用して、オリジナル
のミニチュア桜を作ってみましょう。のミニチュア桜を作ってみましょう。


